
第１学年の結果と考察                         調査人員68,414人 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

１ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ５:17 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 10:56 ９:55 
左記以外の 

誤答・無答 

１ 時刻を正確に読むことができるかをみる問題である。正答率は（1）は92％、（2）は75％であった。（2）は

前回より５ポイント下がっている。誤答を見ると、10 時 56分と答えた児童が前回より３ポイント増えた。こ

のことから、短針を正しい数値ではなく、短針が近い方の数値を読み取ってしまう傾向があると考えられる。

実際に針を動かす活動を通して、長針と短針の示す時刻を正確に読み取る力を身に付けさせる必要がある。ま

た、学校生活の中で「給食の挨拶の時刻」や「学習を終わりにする時刻」などを教師用の時計を用いて児童に

表させたり、読み取らせたりするなど、繰り返し時刻を読み取る活動を増やしていく必要がある。 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

２ 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

２ 任意単位を用いて、広さを比べることができるかをみる問題である。正答率は92％と前回より４ポイント上

がった。広さを比べる際に、重ねることができない場合は、単位正方形のいくつ分かで比べ、数値化すること

のよさを実感させたい。色板を並べたり、方眼を塗りつぶしたりといった活動をさらに意図的に取り入れて指

導することが大切である。 
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    ○い  



 

問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

３ 

Ａ Ｃ１ 
Ｃ

２ 
Ｃ３  

正答 ○い ○う 
左記以外の 

誤答・無答 

３ 容器の形や、水面の高さに着目して、水のかさを比べることができるかをみる問題である。正答率は94％で、

前回とほぼ同様の結果であった。誤答例の い を選んだ児童は、水面の高さには着目できたものの、容器の太

さを考慮しなかったためと考えられる。容器の幅や底面の大きさが異なると、水面の高さが同じでもかさが違

う場合があることを、実際に児童に活動させながら理解させることが必要である。また、どうして あ の水の

かさが一番多いのかを、自分の言葉で表現させる活動も大切である。「高さは同じだけれども、底の大きさが違

う。」や「底の大きさは同じだけれども、入っている水の高さが違う。」など、根拠をはっきりとさせ、筋道立

てて説明させる機会を増やすことで、論理的に考える力を育てることができると考える。このような場面を積

極的に取り入れるようにしていくことが大切である。 

 

 
問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

４ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

４ 数を用いて順序や位置を表すことができるかをみる問題である。「前から３匹目」が98％、「後ろから２匹目」

が94％と、どちらも前回とほぼ同じ正答率であった。児童の中には数え始める基準が、はっきりしていない場

合や集合数と順序数が混同している場合が見られる。教室でも、「前から何番目は誰？」「前から何人立ってご

らん。」と児童に問いかける等、教師が日常生活の中で意図的に体験させるような指導が必要である。また、習

熟を図るためには他教科の学習の中でも積極的に指導したい。 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

 

 ※ 
正答 

○あ のみ 

または 

○あ と ○う 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

５ 正しく長さを比べることができるかどうかを見る問題である。本年度の問題より、現実の大きさにより整合

性をもたせたり、幅を意識したりできるようにと、任意単位としてのクリップをかるたに＊変更した。正答率

は70％と４ポイント減り、○あを含む誤答をした児童は21％と３ポイント増えた。問題変更の意図をくみ取るな

らば、幅をもたせたかるたになったことで縦横の区別なしに、ものそのものを任意単位と判断する児童がいる

ことが分かった。指導の際に「消しゴム（任意単位）の縦を使うと○個分」と部分を説明に含めるなど、どの

部分の長さを使ったのかをより正確に表現できるようにする必要性を感じる。また、量の比較の仕方、直接比

較・間接比較・任意単位による比較・（普遍単位による比較）の指導においてそれぞれの比較方法のよさを実感

し、十分な測定活動の経験を積むように指導を工夫する必要がある。 

 

「かるたの長い部分を使うと絵本の横は２枚分」 

「かるたの短い部分を使うと絵本の縦は５枚分」 

何を使って任意単位の比較をしたのかということを確認し、その部分をそろえる必要があるこ

とに気付かせる。 

＊H25 実施の問題では、クリップを提示していた。これ

をカルタに変更したのは、絵本の縦の長さを比べるた

めのクリップの大きさが現実ではそぐわないことと、

カルタの幅に着目させたかったことによる。しかし、

H25は「少ない個数の方が長く、多い個数の方が短い」、

H27は「少ない枚数の方が短く、多い枚数の方が長い」

ことから「比べられる」と結論付けた児童がいること

も考えられる。 

（参考） 

H27    H25 
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問題 評価基準及び割合（％）A  C1  C2  C3 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ③を含む 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 目的に合わせて、平面の形を分解して捉えることができるかをみる問題である。完答は81％であった。正答

率は上がっているが、球を選ぶ誤答をする児童が12％いた。円と球の形の共通点や相違点について体験的な理

解をより進めることが肝心である。また、「まるい」といった端的な言葉だけでなく「ころがりやすい」「つみ

やすい」など機能的な側面から立体の特徴を捉えさせ、理解を進めることが大切である。また、形を写し取る

活動の中で球を写し取ることを例にとり、安定して置けないためうまく写し取ることができないという経験を

させることも効果的である。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

81 

78 

79 

12 

13 

13 

7 

9 

8 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

①  ②  ④ 



 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第２学年の結果と考察                       調査人員 65,533 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合(％)A   B   C１   
             C１  C２  C３ C４ 

１ 

(１) 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○かのみ 
○あを 

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○あ
のみ 

○き
のみ 

○いを

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

(３) 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○くのみ 
○うを 

含む 

左記以外の 

誤答・無答 

(４) 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○いまたは 

○うのみ 
○えや○おや 

○きを含む 

左記以外の 

誤答・無答 

２ 
Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４  

正答 ３Ｌ ３ｍＬ ３ 
左記以外の 

誤答・無答 

３ 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

 

１ 辺の長さや角の大きさに着目して、図形を弁別できるかをみる問題である。誤答に目を向けると、(3)で

は、○うを含んだ誤答は 21％、(4)では、○いまたは○うのみの誤答が 22％だった。加えて、正答率では、(4)

の直角がない図形を選べるかをみる問題の正答率が一番低い。これらから、直角と判断する力が十分でない

ことが考えられる。問題１のような様々な向きの図形や直角に近い形の中から角の大きさに着目して図形を

弁別する活動では、見た目で判断するのではなく、実際に三角定規や物差しを当てて、直角や長さを確かめ

る態度を育てることが大切であると考える。以下、具体的な指導内容を載せる。 

① 三角形やほかの図形の中から「直角三角形」を弁別させる。この場合、できるだけいろいろな位置に置

かれた「直角三角形」を示し、向きや大きさに関係なく直角に着目して判断できるようにさせる。併せ

て、実際に三角定規の直角を重ねて、直角かどうかを調べるようにさせる。 

(例) 
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② 三角定規や方眼紙を利用して直角三角形を作図したり、直角三角形を組み合わせた模様づくりをしたり

するなど、体験的な活動を通して、直角についての理解を一層深める。 

③ 合同な２枚の三角定規を使って、いろいろな基本図形を構成する。 

 

  

 

 

 

以上のような活動を通して、直角についての理解を深めると共に、三角定規や物差しを用いて図形につい

て調べたり弁別したりしようとする態度を育てていきたい。 

 

２ 水の体積の普遍単位 Lと dLの関係１L＝10dL を理解し、１Lますの目盛りを正しく読むことができるかを

みる問題である。正答率は 62％で、前回の調査時より少し下がっている。 

３Lや３mL、３という誤答が合わせて 12％いることから、誤答の傾向として、ただ目盛り３つ分から適当に

単位を当てはめている様子がうかがえる。誤答の原因としては、Lと dLの単位関係「１Lは１dLが 10 こ分」

という理解が不十分であることが考えられる。また、26％も上記以外の解答や誤答がいることから、１Lま

すの目盛りを読み取る経験が不十分であることも考えられる。 

そのため、指導において以下の２点に留意する必要がある。 

① １Lのますに１dLのます 10杯分の水を入れる実際の操作活動を数多く経験させる、１Lますを自作し

て様々な容器の水の体積をはかるなど、１L＝10dL という単位の関係を実感的に理解させ、知識として

定着させること。 

② 長さの単位の関係１cm＝10mm や十進位取り記数法から、10のまとまりをつくって上位単位とする考え

方との類似点から、児童が１L＝10dL という単位の関係を想起できるようにすること。 

 併せて、例えば担任が「今日も 200 mL の牛乳を飲みましょう」と日常的に声をかけることも、かさの単 

位に関心をもたせる上で有効である。 

 

３ 長さの普遍単位 cmと mmの関係１cm＝10mm を理解し、物差しの目盛りを正しく読むことができるかをみ

る問題である。正答率は 80％で、前回の調査時より５ポイントも下がっている。誤答の原因としては、上

位単位 cmと下位単位 mmの単位の関係「１cmは１mmが 10こ分」という理解が不十分であることが考えられ

る。また、身近にある物差しは数値が記載されている物が多くなり、一番小さい目盛りが１mm、少し大きい

目盛りが５mm、大きな目盛りが１cm、さらに５cm、10cm ごとに目印があるという物差しの仕組みの理解も

不十分であると考えられる。さらに、26％も上記以外の解答や誤答がいることから、物差しの目盛りを読み

取る経験が十分でないことも考えられる。 

そのため、指導において以下の２点に留意する必要がある。 

① ペア活動やグループ活動で身近なものの長さを物差しで実際に測定し、測定の妥当性を確かめさせるな

ど、１cm＝10mm という単位の関係を体験的に理解させること。併せて、物差しの測定技能の定着を図

ること。 

② 十進位取り記数法で 10のまとまりをつくって上位単位とする考え方との類似点から、児童が 

１cm＝10mm という単位の関係を想起できるようにすること。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 評価基準及び割合(％)A  C1  C2  C3 

４ 

(１) 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(２) 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

(３) 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

５ 

(１) 
Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ４時40分 ８時18分 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ４時 10分 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 
３㎝が４本 

８㎝が４本 

３㎝が６本 

８㎝が３本 

左記以外の 

誤答・無答 

 

４ 長さやかさの量感が身に付いているかをみる問題である。正答率は、(1)75％(2)74％(3)74％で、前回の

調査と比べて、ほぼ変化はなく、全体の傾向は変わらない。(2)の誤答の原因として、mmと cmの長さの関

係の理解不足や基準の長さの量感が身に付いていないことが考えられる。長さの学習では、定規を使ってい

ろいろな長さを測る活動を行い、まず基準となる１mmや１cm、10cm、１mがどのくらいの長さなのかを意識

させる。その後、自分の指や手を使って、１mmや１cm、10cm、１mを表現させ、長さの感覚を身に付けさせ

ることが大切である。(3)の誤答の原因として、１mL、１dL、１Lのかさの関係の理解不足や身の回りのか

さに関心をもっていないことが考えられる。実際に１mL、１dL、１Lを測らせたり、計量ますだけでなく、

いろいろな容器に水を入れて何 mLか、何 dLか、何 Lかを読ませたりする活動を多く取り入れることが大切

である。併せて、長さやかさを実際に測定する活動では、まず、どのくらいの長さやかさかを予想させた後

に、測定させる方法も有効である。また、長さやかさを学習していない時期に、復習することも大切である。 

 

５ 時計を見て時刻を読むことができ、簡単な場面について時間を求めることができるかをみる問題である。

正答率は、(1)92％、(2)69％であった。 
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(1)の正答率は前回の調査からほぼ横ばいで推移している。短針の位置が次の数字に近い場合、「何時」の

読み方を誤りやすい児童もいる。時刻の読み方の指導にあたっては、時計の操作を丁寧に行うことで、長針

が「12」の位置になるまでは、短針の位置の前の数字を「何時」と読むことを、体験的に理解させることが

必要である。 

 (2)では、４時 10分という誤答が８％、それ以外の誤答・無答が 23％いることから、時刻と時間の違い

についての理解が不十分であると考えられる。時間は時刻のある点からある点までの間隔の大きさを表す量

である。これを十分理解させるために、時計の操作や数直線、時計の図の活用を通して、時刻が変わったこ

とで時間が経過していることを視覚的に捉えさせたい。また、時間は 30 分間のように｢間｣を付けて表し、

時刻との違いを明確に指導していく必要がある。これらの指導については算数の学習に限らず、日常生活の

中でも継続し、児童が活用していく機会をもたせることが大切である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 箱を構成する辺の数を筋道立てて考えることができるかをみる問題である｡正答率は 70％で、前回の調査

とほぼ同じ結果となった。一方｢３cmが４本、８cmが４本｣という誤答が 14％見られた。これは、問題の図

を見て次のように思考した児童がいたと考えられる。 

① 正方形の面を構成する辺の数｢４｣を意識して、３cmの竹ひごが「４本」必要だと考えた。 

② 既習事項である「直方体を作るには３組の同じ長さの竹ひごが４本ずつ必要｣という知識を基に、 

３cmの竹ひごが「４本」必要だと考えた。 

①、②ともに３組の辺のうち、２組が同じ３cmであることに着目できなかったと考えられる。図形の構

成要素を正しく捉えさせるには、ひごや粘土を使い実際に直方体や立方体を作る活動に取り組ませる前に、

必要な辺や頂点の数を予想させ、箱の形の構成要素をイメージさせることが大切である。また、単元を通し

て様々な大きさや形の直方体、立方体に触れさせることで、直方体は全ての面が長方形になる場合と、長方

形４つと正方形２つで構成される場合があることを体験的に理解させたい。 

 

 

 

 

ながしかくのはこ さいころのはこ 

数直線の活用 

※時刻と時刻の間である「時間」の経過を 

「長さ」として実感させることができる。 

長方形のみで構成 長方形、正方形で構成 

時計の図の活用 

※40 分から 10 分までの分針の目盛りを数えれば 

時間が分かることを実感させることができる。 

３時 40分 ３時 50分 ４時 00分 ４時 10分 ４時 20分 



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第３学年の結果と考察                     調査人員 64,617 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

１ 図形の概形を捉え、辺の長さや角の大きさに着目して、図形を弁別することができるかをみる問題

である。完答は 46％であり、正答率は昨年度から 11 ポイント下がっていることが分かる。問題改訂

により、図形の一部を差し替えたため、○えの三角形を二等辺三角形と誤ったり、○かの二等辺三角形

を入れなかったりした児童が多かったことが、原因と考えられる。 

図形の弁別をする際、見た目で判断するのではなく、辺の長さや角の大きさを測定して判断するこ

とが大切である。本問題では、コンパスを用いてある一辺の長さを測り、それを他の辺に当てて、二

等辺三角形を探す児童の姿が見られることを期待している。以下に、場面に応じた指導例を示す。 

問題 
評価基準及び割合（％）   A1   A2    B1   B2    

C1  C2   C3   

１ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 ○い  ○か  １問正答 
誤答 

無答 

２ 

Ａ１ Ａ２ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ 
 

正答 
正三

角形 

半径

１本 
扇形 

左記以外の 

誤答・無答 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ 
 

正答 実寸 2.2 ㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ２㎝ ８㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

４ 

（１） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

46 

57 

58 

15 

25 

24 

3 

4 

4 

36 

14 

14 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

75 

69 

71 

4 

6 

5 

2 

2 

3 

11 

11 

10 

8 

12 

11 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

45 

44 

44 

6 

6 

6 

14 

12 

12 

35 

38 

38 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

37 

38 

36 

63 

62 

64 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

68 

64 

68 

3 

4 

4 

29 

32 

28 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

66 

62 

63 

34 

38 

37 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

※ 

○い○お○か  

12cm 

４cm 

○い  

○う  

解答例 



（単元の導入場面） 

３種類の長さの竹ひご等を使って、三角形を作り、仲間分けをしていく学習活動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        →三角形        →二等辺三角形        →正三角形 

（作図の場面） 

 二等辺三角形や正三角形を作図する学習では、コンパスを使用する。コンパスでかかれた線上にあ

る点はどれでも、中心から等しい長さであることを押さえる。コンパスは、円を描くためだけではな

く、長さを測り取れる道具であることを、児童に意識付けさせることが大切である。 

 

２ 同一円の半径はどこでも等しいことが分かり、その性質を用いて二等辺三角形をかくことができる

かを見る問題である。正答率は 75％であった。正三角形を書いた児童を含めると 79％となり、正答

率が上がっていることが分かる。 

学習では、円上に２点を取って作図をした三角形は、何という三角形かを「説明する活動」を行う

ことで、円の半径と、二等辺三角形の２辺の長さを関連付けて考えさせることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

３ (1)は、円の半径が直径の半分であることが分かるかをみる問題である。正答率は 68％であった。

(2)は、大円の中にある小円の接し方を見てから小円の半径や直径を求めることができるかをみる問題

である。正答率は 45％であった。８cm とした誤答が 14％となっていることから、これは小円の直径

を求めていると考えられる。いずれにしても、まずは「直径は半径の２倍、半径は直径の半分」だと

いうことを知識としてしっかり習得させたい。併せて、直径=半径×２という関係式を活用し、計算

によって直径や半径の長さを求める活動も大切にしたい。 

(2)の問題については、大円の直径の長さから小円の直径を求め、さらに小円の直径から半径を求め

るという２つの手順を踏むため、ケアレスミスも生じ易い。普段から長さの分かるところに数値を記

入する習慣を付けさせることで誤答を防ぐことができる。 

また、円の半径が直径の半分であることを、実感を伴って理解させるためには、方眼上にコンパス

を使った円の模様をかく活動が効果的である。 

―指導例― 方眼を使って円を描く活動を通して、直径や半径を視覚的に捉えやすくする。 

     

 

 

 

 

竹ひごの長さがすべ

て違う三角形だ。 

２本の竹ひごは同じで、残

り１本は違う三角形だ。 

竹ひごの長さが全て同じ

三角形だ。 

竹ひごを使ったら、どんな

三角形ができるかな。 

何という三角形といえる

かな。 

２つの辺の長さが同じだから、

二等辺三角形かな。 

２つの辺の長さが同じな

のは、半径を使って書いて

いるからだね。 

あれ、ぼくの書いた三角形

は正三角形になっている

よ。何でだろう。 



４ 長さや重さの量感が身に付いているかをみる問題である。正答率は長さが 66％、重さが 37％だっ

た。長さについては、定規を日常的に使用していることや、体育の学習で 50m 走等を経験している

ことから、ある程度量感を身に付けている児童が多い。算数の学習では、１㎜、１cm、10cm、１m

など基準となるものの量感を身に付けさせ、測定器具を適宜選んで測定することが大切である。 

重さについては、「１円玉の重さが１g」を普遍単位へのつながりとしており、その後は、はかりでの

計測を経て１kg=1000g を学習する。（２）では、10g や 100g がだいたいこのぐらいという経験が十

分でなかったことが、誤答の多かった原因として考えられる。例えば、授業の中で実際の筆箱やラン

ドセル等の重さを量る活動では、ねらいを目盛りの正確な読み取りだけにとどめず、身の回りにある

ものを基準に「だいたい○○と同じくらい」、「○○よりは重い」のように基準となる物との比較や予

想をさせる活動も行わせることが大切である。 

―指導例― 身近なものの重さを示して、量感を育てる。 

・500 円玉(新)・・・・・・・約７ｇ     ・うわばき(20 ㎝/片足)・・・ 約 120ｇ 

・えんぴつ(六角)・・・・・・約６ｇ     ・牛乳(紙パック)・・・・・・約 200ｇ 

・30 ㎝ものさし(竹尺)・・・ 約 10ｇ     ・教科書(各教科の平均)・・・約 200～300ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）  A   B  C1  C2 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ４ｍ60㎝ 
左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 525ｇ 
左記以外の 

誤答・無答 

 

５ 巻尺の目盛りを正しく読むことができるかをみる問題である。正答率は 68％。前回の調査より、

６ポイント正答率が上がった。17％の人が、１目盛りが 10ｃｍと誤答していた。目盛りを０から数

えて読み取ることはできるが、途中から目盛りを読み取ることを苦手としている児童が多いことが分

かる。長さを測定する活動を行う際に、いつも０から数えて目盛りを読むのではなく、定規や巻尺の

途中から読み取る活動を行い、読み取る力を身に付けさせていく。併せて何等分されているかを捉え

て一目盛の大きさを判断することなどを徹底させたい。 

 

６ はかりの目盛りを正しく読むことができるかをみる問題である。正答率は 75％。前回の調査とほ

ぼ同じ結果である。０ｇと 500ｇの間に着目させて、その間が大きく５つに分かれていることを確認

するなど、最小目盛りを正確に読む力を身に付けさせる。そのためには、はかりを使って、実際に物

の重さを量ったり比較したりする経験を多く行う必要がある。併せて目的に応じて適した測定器具

（１kg はかり、10kg はかり、体重計等）を選択する力を付けることも大切である。 

68 

62 

63 

17 

21 

21 

15 

17 

16 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

75 

76 

78 
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5 

20 

17 

17 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

４ ６ 750 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 評価基準及び割合（％）  A   B  C1  C2 

７ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ 

 
完答 ○い→○う→○あ  

左記以外の 

誤答・無答 

８ 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２ 
 

正答 
計算は違うが 
１㎞=1000ｍは 
理解している 

15 ㎞ 50ｍ 
左記以外の 

誤答・無答 

 

７ 任意単位の考えを用いて間接的に重さを比べることができるかをみる問題である。完答は 75％で

あった。 

  この問題では、任意単位である積み木の個数に着目し、「○あは積み木４個分と同じ重さ」「○いは積み

木４個分より重い」「○うは積み木３個分と同じ重さ」と、量りたいものの重さを数値化して考えてい

くことで解決できる。 

重さは、かさや長さと違い、見た目では判断できない量である。手に持つなど重さを実感する活動

の他、てんびん等を用いて直接比較する活動（直接比較）から任意単位を用いて量を数に置き換える

活動を経て、普遍単位の必要性を実感できるようにさせたい。 

 

８ １㎞＝1000m であることを理解し、道のりを正しく求めることができるかどうかをみる問題である。

正答率は 80％であり、15 ㎞ 50m という誤答は４％であった。「１㎞＝1000m」という単位相互の関係

を知識として理解させるだけではなく、「１㎞がどれくらいの長さなのか実際に歩いてみる」「学校か

ら公園までが約１㎞」などのように、体験と学校生活とを結び付けて、１㎞はこれくらいといったそ

れぞれの量感をもつことが大切である。そうすることで量感覚をより豊かにしていけると考える。 
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○い    ○あ      ○う  



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第４学年の結果と考察                       調査人員 62,334 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2    

 C1  C2  C3  C4 

１ 

（１） 

 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

２ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 
 

完答 
２問

正答 

１問

正答 
誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

１ 長さの量感を基に、身近なものの面積を求める式を立てることができるかをみる問題である。正答率は(1)

が 58％、(2)が 45％であった。 

長方形の面積を求める公式は理解しているものの、身近なものの長さの量感が正しく捉えられていないため、

面積の量感についても十分身に付いていないことがうかがえる。特に、(1)に比べ(2)の方が正答率が 13 ポイ

ント低いことから、特に広いものの面積を見積もることが十分でないと言える。学習の際には、１㎝、１m と

いった長さの量感を育てると同時に１cm２、１㎡のように基準となる広さの量感をもち、そのいくつ分かとい

う見積もりをすることが大切である。併せて、身近なもの(筆箱やノート、黒板など)のおよその面積を考える

時には、縦と横の長さを目測によって求め、概算する活動を行うことも大切にしたい。また、ある一定の大き

さの面積になるような長方形を作る活動を取り入れ、広さを縦と横の長さから捉え直す経験もさせていきたい。 

 

２ 式を基に、複合図形の面積の求め方を読み取ることができるかをみる問題である。完答は 57％、２問正答

や１問正答を合わせてみても前回と変わらない結果であった。 

原因としては、「式を読む」経験が少ないからだと考えられる。複合図形の学習の際には、式にある数値が

どこの長さを示しているのか明確にすることや、多様な方法での面積の求め方を理解するだけでなく、式から

どのようにして面積を求めたかのかを読み取るといった「式を読む」力を育てたい。例えば、式だけを与え、

それを図で表現するとどうなるのかを説明するなど、式・図・言葉をそれぞれ結び付ける活動をさせることが

大切である。また、自分の考えだけでなく、友達の解決方法を式から考えて、代わりに説明することなども有

効である。 
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問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2    

 C1  C2  C3  C4 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｂ Ｃ１ Ｃ２  

完答 ○おのみ 
○えを含む 

誤答 

左記以外の 

誤答・無答 

４ 

（１） 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 ○え のみ 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 ○お のみ 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

３ 直角、２直角、３直角の理解を基に、分度器を使わずいろいろな角度を見積もることができるかをみる問題

である。(1)の 90 度より小さい角については、正答率が 79％と高いのに対し、(2)の 180 度より大きく、270

度より小さい角については、正答率が 50％と低い。 

90 度＝１直角、180 度＝２直角、270 度＝３直角、360 度＝４直角という表し方について学習するが、日頃

目にする機会の少ない表現なので、児童に十分に定着していないことが正答率を大きく下げている原因である

と考えられる。毎時間「○度より大きく、△度より小さいのでこの範囲に入るはず」と見通しをもって作図や

測定に当たらせることで、児童の角度への量感を養っていきたい。また、 え を含む誤答が 15％と多いことか

ら、270 度を超える角度を測ったり作図したりする経験が不足していることがうかがえる。そこで、270 度を

超える角度は、「180 度＋○度」「360 度－△度」といった 2 種類の方法で作図したり測定したりする指導を大

切にしたい。 

 

４ (1)は２組の辺が平行な四角形を弁別できるか、(2)は１組の辺が平行な四角形を弁別できるかをみる問題で

ある。正答率は(1)は４ポイント下がり、(2)は５ポイント上がった。 

台形については不安定な位置に置かれていても向かい合う辺同士が平行かどうかを調べることができる児

童が増えたと思われる。大きさや向きに関係なく、それぞれの四角形の定義を正しく理解できるよう指導して

いくことを引き続き大切にしていきたい。また、(1)については、長方形やひし形は「２組の辺が平行な四角

形」という性質で分類すると平行四辺形の仲間であり、「(２組平行ということは)１組の辺が平行である。」

から台形の仲間ともいえる等、定義や性質を含めて四角形相互の関係を調べ、図形を分類する力を育てる学習

も大切であると考える。 
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73 

77 

77 

1 

2 

1 

26 

21 

22 

※平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

62 

57 

56 

6 

13 

13 

32 

30 

31 

※平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  
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四角形相互の関係(参考) 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （１組平行）  （２組平行） 

                                      （四辺が等しい） 

                  （４つの角が直角） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％） A   B1   B2   B3 

  C1  C2   

５ 
Ａ Ｂ Ｃ  

完答 
誤差

あり 
誤答・無答 

６ 

（１） 

Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｂ１ Ｃ１ Ｃ２  

完答 
２～３ 
正答 ○い  

左記以外の 

誤答・無答 

（３） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（４） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

（５） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

 

75 

77 

76 

25 

23 

24 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

81 

81 

82 

19 

19 

18 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

77 

77 

77 

23 

23 

23 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

58 

60 

59 

42 

40 

41 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

65 

65 

64 

18 

19 

6 

6 

11 

10 

36 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

71 

71 

69 

7 

7 

9 

22 

22 

22 

平成2 7年度  

平成2 1年度  

平成９年度  

正方形 

ひし形 長方形 
平行四辺形 

台形 

四角形 



５ ひし形の定義や性質を用いて作図することができるかをみる問題である。前回までの、太さの違う２本のテ

ープを交差させた時に重なりの部分がどんな四角形になるかを問う問題から、平成 21 年度の作図の問題と入

れ替えて出題した。正答率は平成 21年度と変わらなかった。 

辺の長さや角の大きさに着目する方法、２組の辺の平行に着目する方法、対角線に着目する方法など、様々

な方法を経験させて、定義や性質を作図に活用できるようにすることが大切である。また、作図は方眼上にか

く場合と無地の上にかく場合がある。方眼上に斜めの直線をかくときは、ますの縦と横の数で傾きを調べると

分かりやすいことを理解させたい。これは中学校で学ぶ１次関数の直線の傾きにもつながる考え方である。無

地の上にかく場合は、コンパス(長さを測り取ったり、円の一部をかいて長さの等しい点の集合を示したりす

る活動)、三角定規(２つを組み合わせて平行移動させ、平行な直線をかく活動)、分度器等の用具を使う経験

を豊かにし、日頃から正しく使いこなせるようにしておくことが必要である。 

     

 

縦３ます 

 

 

    

    

    

    

                横２ます 

 

６ 直方体の展開図から、組み立てた直方体をイメージし、面と面、辺と面の垂直・平行関係が正しく捉えられ

ているか、また立体の構成要素である頂点や辺の数について理解しているかをみる問題である。 

  (2)の結果から、展開図にしたときに面と面の垂直関係を捉えにくいことが分かる。 

展開図で面と面が離れている場合についても、展開図から構成要素の位置関係を考え 

させる活動を行いたい。ここでは複数の展開図を提示し、ある面に垂直な面はどこか 

を確認する活動を行い、きまりを見付けさせたい。きまりとして、ある面に平行な面  

以外の面はすべて垂直関係にあることを捉えさせることが重要である。併せて、展開 

図を工作用紙等に写し取り、実際に組み立てたり、広げたりさせて構成要素の位置関 

関係を確かめさせる活動も有効である。 

  (5)の結果から、ある面に垂直な辺を捉えることに課題があることが分かる。面に 

垂直な辺を捉えるために、右図のように三角定規や鉛筆などを使用し、面と辺の関係 

について理解が深まるような指導を取り入れたい。 

  また、念頭で組み立てるイメージをもてるようにするために、さまざまな展開図から実際に直方体や立方体

を組み立てたり、デジタル教材で展開図から直方体に組み立てられていく様子をアニメーションで確認したり

する活動を取り入れることが有効である。 
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第５学年の結果と考察                       調査人員 66,034人 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）             A           B1      B2    

 C1   C2      C3   

１ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 70 28 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 12.5 24 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

 

１ 底辺と高さに着目して平行四辺形や三角形の面積を求めることができるかをみる問題である。(1)の正答率

は77％、(2)の正答率は70％であった。(1)は高さが図形の外に示された場合の平行四辺形の求積、(2)は底辺

が不安定な向きに置かれた三角形の求積である。 

(1)は底辺と高さの位置関係を正しく判断し、見付けることができていないことが誤答の原因として考えら

れる。平行四辺形の求積の際に、等積変形や倍積変形の考え方を用いて底辺と高さの位置関係を正しく判断で

きるようにさせたい。 

(2)は「２で割っていない」誤答が 13％を占めていることから、三角形の面積を求める公式を正しく理解で

きていないことが誤答の原因として考えられる。三角形の求積の際には、等積変形や倍積変形の考え方を用い

て式に表す活動や式を読む活動を取り入れ、なぜ「２で割る」必要があるのかを理解させたい。また、図形の

向きにかかわらず、底辺や高さが判断できるようにしていくことも大切である。 

 

 

 

 

 

(6×4)÷2             6×(4÷2)             (6÷2)×4        (4×6)÷2 

                   面積を半分       ADの長さ(高さ)を半分   BCの長さ(底辺)を半分   面積を半分 

 

 

 

 

(4÷2)×6             4×(6÷2) 

ADの長さ(高さ)を半分   BCの長さ(底辺)を半分 

どの考え方も6と4と

2を使っています。 
6はBCの長さ(底辺)、 

4はADの長さ(高さ)、 

2は半分を表しています。 

A

B C

A

B C

A

B D C

A

B C

A

B C

A

B D C

A

B C

77 

76 

78 

5 

5 

5 

3 

2 

2 

15 

17 

15 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

※平成2 3年度  

70 

70 

72 

1 

1 

1 

13 

13 

12 

16 

16 

15 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

http://sozai-good.com/archives/41535
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問題 
評価基準及び割合（％）           A            B1   B2    

 C1      C2  C3   

２ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 
２問 

正答 

１問 

正答 

誤答 

無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

 

２ 体積の多様な求め方を、式から読み取ることができるかをみる問題である。問題を解く際、図形に補助線や

矢印をかき入れたり、新たに図形を付け加えたりするなど、思考過程を図で表せるようにしたい。さらに、考

え方を検討する際、式から求積の仕方を読み取って図を用いて説明させる活動、図から求積の仕方を読み取っ

て 式に表す活動等を積極的に取り入れるなど、図と式の関連付けを図ることが必要である。適用問題として、

以下のようなものが考えられる。 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）              A           A1    B1              B2 

C1      C2   C3   

３ 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ  

完答 
アイのみ 

正答 

ウのみ 

正答 

誤答 

無答 

 

３ 合同な三角形をかくために必要な条件を見付けることができるかをみる問題である。正答率は50％であり、

前回とほぼ同様である。誤答を見ても、２辺の長さと間の角の大きさを用いた作図方法のみできている児童13％、

１辺の長さとその両端の角の大きさを用いた作図方法のみできている児童が20％であった。合同な三角形の効

率的なかき方についての理解は不十分であるといえる。合同な三角形をかくには３つの頂点の位置が決まれば

よいことをおさえたい。そこで考えられる指導の展開例として、三角形ABCを提示する際に、辺の長さや角の大

64 

61 

61 

11 

12 

12 

13 

14 

14 

12 

13 

13 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

☆平成2 3年度  

② 5×2×3 ＋ 2×(4－2)×3 

③ 5×4×3 － (5－2)×(4－2)×3 

① 3×4×3 ＋ (5－2)×2×3 

5×4×3 － (5－2)×(4－2)×3 

式を提示し、図を選ばせる問題 

図を提示し、式を選ばせる問題 

② ① 

50 

49 

49 

13 

11 

12 

20 

20 

19 

17 

20 

20 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

０ 

ア 
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きさを示さずに提示し、どの条件が分かれば合同な三角形を作図することができるかを児童に問うという指導

が考えられる。合同な三角形を作図するために必要な条件に着目させるのである。その後、児童が作図した際

に用いた条件を順次発表させ、集約していく。そうすることで、合同な三角形を作図するための必要条件は、

①３辺の長さ、②２辺の長さとその間の角の大きさ、③１辺の長さとその両端の角の大きさを用いるという３

つの方法に分類されることに児童が自ら気付くようにするのである。 

 補足 児童にとってコンパスは円をかくためのものであり、長さを写し取ることのできるものという認識が低

い。本時までにコンパスで長さを写し取る活動として、折れ線の長さを測る指導を取り入れたい。 

 

 

※コンパスを使って直線上に点を打ち、最後にその長さを測る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）      A    A1    B1    B2 

  C1    C2       C3   

４ 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 式のみ正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※：問題に変更を加えたものです。】 

 

４ 五角形を三角形や四角形といった既習の図形に分けて内角の和を求めることができるかをみる問題である。

前回の問題は(1)の小問がなく、(2)のように五角形の内角の和を求めさせるという出題形式だった。（平成25

年度実施問題：正答率51％、式のみ正答１％、誤答・無答48％）今回は、誤答・無答の原因を明らかにするた

めに、(1)の小問を設定した。正答率は61％、(1)のみ正答が18％、誤答・無答が21％だった。前回までの問題

との相違点は、「①五角形に補助線を入れていくつかの図形に分けさせた点」、「②頂点Ａから直線を引いて

～というように、補助線の出発点を頂点に限定させた点」である。つまり、正答率が例年並みだとすると、①

や②に気付けると正答にたどり着ける児童が約１割増えること、①や②の条件があると約８割の児童が正しく

既習の形に分けられることが明らかになった。一方で約２割の児童は、既習の形に正しく分けられても正答で

きないこと、残りの約２割の児童は「頂点Ａから～」と指定されていても既習の形に分けることができないこ

とも分かった。内角の和の学習を進める上で、まず、三角形での学習において「内角とはどの部分のことか →

３つの角の和は180度である。」ということを十分に理解させる必要がある。そして、多角形の内角の和を求め

るときには、補助線を入れたり、切り分けたりする活動を十分に取り入れるとともに、「頂点と頂点を結んで

いくつかの三角形に分ける考え方が効率的な考え方である」ことに気付かせたい。この考え方に帰着できれば、

さらに発展させて、調べた図形の内角の和を表に表すことで、□角形の内角の和は180×（□－２）で求めら

れるというきまりを見いだす活動を取り入れることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

A 

B 

C 
D E 

61 

51 

50 

18 

1 

1 

21 

48 

49 

※平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

共通していることは？ 

三角形の３つの角の和を 

利用しています。 

でも、左の図の考え方が、

頂点同士を結んでいて分

かりやすいです。 
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問題 
評価基準及び割合（％）         A    A1    B1    B2 

 C1   C2   C3   

５ 

Ａ Ａ１ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

単位量

で比べ

て正答 

単位量

以外で

正答 

式・計算はで

きているが

誤答 

ひき算を

している 

左記以外の 

誤答・無答 

５ 混み具合を比べる際、２量のいずれかに大きさをそろえて比べることができているかをみる問題である。単

位量にそろえて正しく比べている児童は全体の41％、単位量以外にそろえて正しく比べている児童は５％、正答

率は合わせて46％であった。立式はできているが、どちらが混んでいるか正しく判断できなかった児童は全体の

28％である。「混み具合を比べるにはわり算を使えばいい」ということが分かってはいるものの、その式の意味

を理解していないことが原因と思われる。混み具合を求める式の指導において丁寧に指導する必要がある。手だ

てとしては、導入場面において商が整数となるよう数値を工夫する（問題例参照＊）。このことにより、図に表

した際に既習である平均と結び付けて考えやすくなる。その上で、商が小数になる例を追加して取り扱い、商が

整数の場合から類推させるようにすると、式の意味が理解しやすいと考えられる。同時に、数直線を使って問題

の数量関係を的確につかませること、さらに児童が立式をした際に数直線を活用してそれぞれの数値が何を表し

ているかを言葉で説明し、式の意味を理解させることも有用である。さらに、「１㎡当たりのにわとりの数」で

比べさせるだけでなく、「１羽当たりの面積」で比べさせることにより、単位量を用いて比較する考えを深める

ことができる。併せて、求めた混み具合を表す数 (６羽／㎡・0．25㎡／羽）が何を表している数かを説明させ

る活動を取り入れることも有効である。 

 問題例   小屋に、にわとりがいます。 

一番混んでいる小屋はどれですか。 

 

「１㎡当たりの数で比べる場合」 

○図（Ａの場合） １㎡に平均６羽        ○図（Ｃの場合） １㎡に平均５羽 

 

 

 

○数直線（Ａの場合）              ○数直線（Ｃの場合） 

                              

  

                          

 

○式（Ａの場合）                ○式（Ａの場合） 

12 ÷ ２ ＝６                15 ÷ ３ ＝５ 

 

 

                         ○数直線（Ｄの場合） 

 

 

○式（Ｄの場合） 

26 ÷ ４ ＝6.5     答え 一番混んでいる。 

41 

38 

42 

5 

6 

3 

28 

27 

28 

2 

3 

3 

24 

26 

24 

平成2 7年度  

平成2 5年度  

平成2 3年度  

にわとりの数 面積 １㎡あたりのにわとりの数 面積 １㎡あたりのにわとりの数 にわとりの数 

０ 

０ 

□ 

１ 

12 

２ （㎡） 

（羽） 

０ 

０ １ 

□ 15 

３ 

（羽） 

（㎡） 

もし、４㎡に26羽いる小屋（Ｄ）

があったとすると、混み具合は

どうですか。 

０ 

０ １ 

□ 26 

４ 

（羽） 

（㎡） 

 にわとりの数（羽） 面積（㎡） 

Ａ 12 ２ 

Ｂ 12 ３ 

Ｃ 15 ３ 
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第６学年の結果と考察                           調査人員 64,398 人 

 

問題 評価基準及び割合（％）A   B1   B2   C1   

１ 

線対称 

Ａ Ｂ Ｃ  

完答 一部正答 誤答・無答 

点対称 

Ａ Ｂ１ Ｂ２ Ｃ 
 

完答 
○いのみ 

又は 

○えのみ 

○うを 

含む 

誤答 

無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

１ 線対称・点対称の定義とその性質に着目し、図形を正しく弁別することができるかをみる問題である。正答

率は線対称 84％、点対称 70％と、それぞれ５ポイント、２ポイント上がっている。線対称の問題では完答で

きていない(一部正答)児童が８％いた。また、誤答(平行四辺形を選択)・無答の児童も８％いた。線対称の図形

かどうかの判断の際には、対称の軸をかき入れ、２つに分けたそれぞれの図形が重なり合うかを確認する習慣

を身に付けさせたい。平行四辺形は点対称であるが線対称ではないことも、対称の軸をかき入れることで確実

に捉えさせたい。 

  点対称の問題では正五角形を点対称と選んだ児童が８％、それ以外の誤答(正三角形を選択)・無答が 13％い

た。基準となる頂点をはっきりとさせてから 180°回転させる操作が大切である。特に正多角形の場合は、何

度か回転させると重なってしまうので、点対称と誤解しやすい。120°回転させてぴったり重なる図形(正三角

形)などを提示し、その図形が点対称でない理由を答えさせる。その時「180°回転してもとの図形に重ならな

いと点対称にならない。」など、いつでも定義に戻って考える習慣を付けさせる。具体的には、薄い紙を用いて

図形を回転させ、確かめる活動も有効である。（下図参照） 
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中心 中心 

A 元のA の位置 

A´ 

元のA の位置 

重なった！ 

でもまだ 180°回転さ
せていない…。 

180°回転させてみると 

こうなった。 

もとの形に重ならないから点対
称ではない。 

中心 
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問題 評価基準及び割合（％）A   C1  C2   

２ 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

３ 

（１） 

Ａ Ｃ１ Ｃ２  

正答 ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

（２） 
Ａ Ｃ  

正答 誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

２ 縮図を利用して身の回りのものの長さを求めることができるかをみる問題である。正答率は 90％と前回と同

様であった。「20ｍが４cm と表されているから縮尺は 1/500 である。」など、縮尺の割合を理解し、その割

合を基に縮図から実際の長さを求めたり、自ら縮尺を設定して縮図をかいたりする算数的活動を多く取り入れ、

活用力をさらに深めていくことが大切である。また、問題に取りかかる際にだいたいどれくらいの長さになり

そうかあらかじめ見積もり、得られた答えを振り返らせる指導を大切にしたい。 

 

３ 時間と道のりから、速さを求めることができるかをみる問題である。(1)の正答率は 91％で、(2)の正答率は

77％であった。(1)の正答率が高いことから、時間と道のりから速さを求めることはほぼ身に付いていると考え

られる。(2)の正答を求めるためには、A列車だけでなく、B列車の時速も求めなくてはならない。解決の方法

としては、A 列車、B 列車それぞれの時速を出して、その差を５倍するという方法。A 列車、B 列車が５時間

後に進んだ道のりをそれぞれ出し、その差を求めるという方法が考えられる。どちらの方法も、１時間当たり

に走る道のりを求めなければいけないので、２つの量を比べるときは、単位量当たりでそろえればよいことを

しっかり指導していくことが重要である。 
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問題 評価基準及び割合（％） A  C1  C2  C3 

４ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３  

正答 ○い ○え 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

４ 既習の図形に帰着して円の面積の求め方を考えることができるかをみる問題である。正答率は、59％と低い

結果であった。○いや○えを選んだ児童が約３割いることから、公式を作り出す過程を十分に理解できていない

児童や、基の図形のどこを表しているのかが分からない児童が多いことが分かる。 

  円の面積を指導する際には、公式を暗記させ、活用できるようにすることだけでは不十分である。指導する

時は、①既習の面積の公式が使える形に等積変形する。②変形した図形と基の円の対応している辺などを確認

する。③円周＝直径×3.14 や直径÷2＝半径等の円の既習のきまりを活用して公式を作る。といった「公式を

作り出す過程」を丁寧に指導することが大切である。 

 

長方形に見立てた場合 

 長方形の面積＝  縦 ×     横 

          ↓       ↓ 

   円の面積＝ 半径 ×   円周 ÷２ 

       ＝ 半径 ×直径×3.14 ÷２ 

       ＝ 半径 ×直径÷２×3.14 

       ＝ 半径 ×半径  ×3.14 

このように実際に円の面積を求める方法を導き出す算数的活動をしっかり行い、長方形の縦と横の長さが、

円の半径と円周の半分の長さに対応することを捉えさせたい。 
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問題 評価基準及び割合（％） A  C1  C2  C3 

５ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ 

 
正答 ６ 60000 

左記以外の 

誤答・無答 

６ 

Ａ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ 
 

正答 120 
75  200 

100 150 

左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年より下りてきた内容、★：下学年より上がってきた内容、※:問題に変更を加えたものです。】 

５ 体積の単位の関係を使って、単位換算をすることができるかをみる問題である。正答率が 48％である。また、

単位換算ができていない６や 60000の解答にしてしまった児童も 26％いる。 

体積を求めることはできているが、１L＝1000㎤であることを理解していなかったり、60000㎤をどのよう

に L単位に直せばよいのか分からなかったりする児童がいることが分かった。単位換算の際には、１L＝1000

㎤ということを単に覚えていくのではなく、イメージ化していくことが大切である。例えば、実際に１L マス

を用意し、１㎤の模型を並べて 10×10×10＝1000 であることを体験させることも有効な方法である。また、

身の回りにあるものの体積を求め、単位換算していくことで、よりイメージ化しやすくなると考える。 

(例)縦 150㎝、横 70㎝、深さ 60㎝のお風呂に入る水の量 

    150×70×60＝630000  

    1000㎤＝１Lより 

    630000㎤＝630L 

 

６ 三角柱の底面積が分かり、公式を用いて体積を求めることができるかをみる問題である。正答率は、70％

と前回よりも１ポイント上がった。 

問題自体に「この立体は三角柱である」と示しているため、側面のように見えている直角三角形が底面と捉

えられれば「底面積(直角三角形の面積)×高さ」と立式し、容易に体積を求めることができる。底面を側面に

ある長方形としてしまい、それと直角三角形の辺との組み合わせで処理して間違えた児童が８％いた。 

どこを底面にすればいいかを図形の見方を考えたり、高さは底面に対して垂直であるということをしっかり

と押さえたりすることが大切である。様々な向きで立体を掲示し、どの面を底面と捉え、どの長さを高さと捉

えたらいいのかを正しく判断する学習経験を多く積ませると共に、求積公式を正確に定着させることが大切で

ある。 
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